
エネルギー価格の高騰が家計を直撃し、物価高騰もあいまって生活は厳しさを増しています。私は自民党県議団政調会に

おいて、これら諸問題の背景にある要因を分析しつつ、県や国への緊急要望（裏面参照）の内容について議論し、取りま

とめに尽力しました。 また、人手不足が顕著となっている介護・看護業界や建設業界、「2024年問題」に直面している

運送業界どの苦境を受け、「人手不足の解消等を求める意見書」（裏面参照）の作成、提出にも尽力しました。

これからもこれらの問題と向き合い、行動していきます。

大井）知事の沿線住民としての小海線への思い入れと、存続に向けた想いは。
阿部知事）小海線は地域住民の皆様にとって重要な生活路線であり、⾧野県の鉄道ネットワーク全体の中でも大きな位置を占

めている。
特にJRにおける日本最高地点を走る鉄道であり、日本に色々な鉄道路線があるが1つのシンボルと言える路線。八ヶ岳高

原線という愛称でも親しまれており、雄大な八ヶ岳あるいは千曲川沿いの渓谷を走る観光の面でも非常に重要な意味を持
つ路線だ。

利用者数などの課題がある中で、大切な小海線を未来に向けてしっかり引き継いでいくために、県としても一層の利用促
進、活性化に地元の皆さんと共に取り組んでまいりたい。

大井）小海線の利用者維持、増加に向けては、従来の観光振興に重点をおいた活性化協議会ではなく、高校生や商工団体、青
年団体などを構成員とする日常生活の中での鉄道利用促進に向けた協議会を、県がイニシアチブを取り立ち上げることを
提案する。

阿部知事）小海線をどうするか、あるいは飯山線をどうするか、という話は地域地域でしっかり考えることが重要であり、交
通政策局を主体に本庁よりサポートするが、県内各地の地域振興局、特に局⾧において、これまで以上に地域交通にしっ
かり向き合ってもらいたい。

(現在ある)活性化協議会が本格的な鉄道の利用促進のみならず、他の分野との連携も含めて総合的に取り組むことができ
るよう、県としてもイニシアチブを発揮していきたい。
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※ 政調会とは…政務調査会の略で、自民党県議団では１～３期目の議員で構成されており、自民党県議団の政策立案、協議を行っている。県議団
長や幹事長からの諮問を受け、毎年、県の予算編成に際して要望を行うほか、国や県への緊急要望を取りまとめている。
議会の際には、国に提出する意見書案について協議し、政策における他会派との折衝を行う。一般質問においては質の高い内容となるよう、磨
き上げる役割も担う。
また、県内各地の視察や、少子化問題などに係る協議を積極的に行い、政策立案、提言につなげている。

※ 2024年問題とは … 長時間労働の是正を図るべく、これまで建設、運送、医療に対して例外的に認められてきた労働時間の上限規制の猶予が
2024年3月末をもって終了することにより、１人あたりの労働時間が制限されるため、特に運送業界において人材不足や配送の遅れが懸念され
ている問題。




